
 
 

▽
新
年
明
け
ま
し
て
、 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
同
様
に
本
年
も
皆
様
方
の
知
恵
と
知
識

を
生
か
し
て
協
会
・
組
合
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
▽
昨
年

は
、
天
災
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
在
っ
た
様
に

感
じ
ま
す
。
今
年
は
ど
う
な
る
事
で
し
ょ
う
か
。

短
時
間
に
発
生
す
る
強
雨
、
首
都
直
下
や
南
海

ト
ラ
フ
地
震
を
始
め
、
各
地
の
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
地
震
や
台
風
被
害
等
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
昨
年
末
、
政
府
は
国
土
強
靭
化
基
本
計
画

を
見
直
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
防
災
・
減

災
な
ど
に
対
し
て
２
０
１
３
年
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
強
靭
な
国
造
り
を
目
指

す
も
の
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
想
定
外

災
害
の
推
測
能
力
の
向
上
も
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
▽
我
々
の
業
種
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
国
民
の
安
全
・
安

心
を
支
え
る
構
造
物
に
と
っ
て
重
要
性
の
あ

る
建
設
資
材
の
砕
石
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
多
種
多
様
な
災
害
に
対
し
て
そ
の
用

途
に
似
合
っ
た
石
種
で
国
土
強
靭
化
を
支
え

る
供
給
業
界
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
適
正
な
値
段
の
下
で
・
・
・ 
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①
平
成
31
年
度
「安
全
標
語
の
募
集
」 

応
募
内
容
は
、
昨
年
と
同
じ
で
す
。
締
め
切

り
は
、
来
年
2
月
22
日(

金)

ま
で 

函
館
支
部
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 ②*

1
第
二
回
正
副
会
長
・顧
問
会
議 

 

一
昨
年
度
ま
で
骨
材
資
源
学
会
会
長
で
あ
り

ま
し
た
岩
手
大
学
教
授
の
大
塚
先
生
を
本
部

と
し
て
顧
問
に
迎
え
て
同
会
議
に
今
後
出
席

し
て
頂
く
方
向
に
成
り
ま
し
た
。 

②*

2
広
報
活
動
に
つ
い
て 

 

砕
石
業
の
広
報
活
動
をyo

u
tu

be

チ
ャ
ン
ネ
ル

を
活
用
し
た
情
報
活
動
の
検
討
を
行
う
。 

②*

3
今
後
の
業
務
管
理
者
の
再
講
習
等
に 

 
e
-
ie

arn
in

g

を
活
用
し
た
も
の
を
検
討
。 

 
③
日
本
砕
石
協
会
第
28
回
定
期
理
事
会 

 

平
成
31
年
3
月
19
日
(火)
東
京
五
反
田
に
て

開
催 

主
な
付
議
事
項 

◎
２
０
１
９
年
度
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム
札
幌
に 

つ
い
て
の
内
容
等 

 

北
海
道
札
幌
に
て
10
月
16
・
17
・
18
開
催 

 

会
場
…
北
海
道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

か
で
る
2.7 

大
ホ
ー
ル 

 

③
第
47
回
砕
石
業
務
管
理
者
試
験
結
果 

 

昨
年
10
月
12
日
に
全
国
一
斉
に
実
施
し 

第

47
回(

平
成
30
年
度)

砕
石
業
務
管
理
者
試

験
の
結
果
、
北
海
道
と
し
て
は
、
大
変
に
他
府

県
か
ら
見
る
と
低
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
次
年
度
は
、
前
回
行
っ
た
よ
う
な
宿

泊
合
宿
型
の
講
習
会
を
開
催
す
る
方
向
性
で

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

   
 

 

 (一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

 

① 

第
03
回
合
同
理
事
会
の
開
催 

 

平
成
31
年
01
月
21
日 

 

札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
て
開
催 

 

▽
正
副
本
部
長
・正
副
会
長
会
議 

 

▽
合
同
理
事
会 

 
 

議
題
は
、 

⑴ 

(一社)
日
本
砕
石
協
会
本
部
理
事
会
報
告 

⑵ 

平
成
30
年
度
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て 

⑶ 

平
成
31
年
度
行
事
予
定
に
つ
い
て 

⑷ 

次
期
役
員
改
選
に
つ
い
て 

⑸ 

災
害
時
骨
材
協
定
の
締
結
に
つ
い
て 

⑹ 

そ
の
他 

◇
働
き
方
改
革
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の 

実
施
に
つ
い
て 

◇
経
済
産
業
局
砕
石
統
計
に
つ
い
て 

 

▽
北
海
道
砕
石
未
来
研
究
会
設
立
総
会 

 

同
研
究
会
は
、
通
称
ＮＳ
会
と
呼
び
設
立 

発
起
人
10
名
で
其
々
に
役
職
を
決
定
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
概
ね
55
歳
ま
で
の

会
員
の
募
集
を
す
る
事
と
し
て
い
ま
す
。 

 ※
北
海
道
砕
石
未
来
研
究
会
に
つ
い
て
… 

道
内
の
若
手
の
砕
石
業
経
営
者
・後
継
者
が

結
集
し
て
、
今
後
の
砕
石
業
の
在
り
方
を 

自
ら
に
問
い
か
け
切
磋
琢
磨
し
情
報
共
有
し

北
海
道
の
砕
石
業
の
在
り
様
を
追
求
す
る
会

で
す
。  

 

 

函
館
支
部
か
ら
は
2
名
参
加 

 

松
田
砕
石
代
表 

松
田
憲
佳
さ
ん 

 

吉
岡
砕
石
工
業 
平
沼
克
剛
さ
ん 

   

② 

採
石
の
た
め
の
掘
削
作
業
主
任
者 

 
 

技
能
講
習
会
に
つ
い
て 

 

講
習
予
定
日 

 
 

平
成
31
年
02
月
27
日
～
28
日 

 

講
習
会
場 

 
 

札
幌
市 

か
で
る
2.7(

110
会
議
室) 

③ 

次
年
度
、
10
月
３
か
ら
４
日
の
予
定
で 

一
般
粉
じ
ん
関
係
公
害
防
止
管
理
者
認
定

講
習
会
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・協
会
動
向 

 

◇
01
月
22
日
札
幌
に
出
向
い
た
際
に
経
済
調

査
会
北
海
道
支
店
を
佐
藤
専
務
理
事
と
新
年
の

挨
拶
を
兼
ね
て
、
今
後
の
需
要
動
向
と
価
格
改

定
に
向
け
た
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し
て
参
り
ま

し
た
。
今
後
、
理
事
会
で
協
議
し
て
参
り
ま
す
。 

 

◇
02
月
19
日
(火) 

 

役
員
会 

 
 

平
成
30
年
度
決
算
見
込
に
つ
い
て 

 
 

平
成
31
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て 

 

◆
事
故
報
告 

 

漏
電
に
よ
る
火
災
発
生 

 

一
月
14
日
午
後
３
時
40
分
頃
吉
岡
砕
石
工

業
株
式
会
社
工
場
内
の
プ
ラ
ン
ト
稼
働
制
御
盤

付
近
よ
り
漏
電
と
思
わ
れ
る
要
因
で
火
災
が
あ

り
ま
し
た
。
同
日
、
渡
島
総
合
振
興
局
商
工
労

働
観
光
課
に
報
告
し
、
翌
日
、
現
場
検
証
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

 

◇
事
務
局
よ
り 

▽
Ｈ
保
安
講
習
会
（（
総
合
） 

 
 

 

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日 

 

十
時
～
一
六
時 

サ
ン
リ
フ
レ
函
館 


